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令和6年第1回全員協議会　要点記録
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令和6年第1回全員協議会　要点記録

9:57　開会
開催概要説明
出席議員13名、欠席議員3名、会期決定１日間
日程第1　副町長挨拶

挨拶及び概要説明
・2月21日午後2時から報道発表に先立ち、説明させていただく。
・令和6年度各会計予算編成について
・国の動向について

日程第2　議事1　令和6年度各会計当初予算（案）の概要について
資料により内容説明

2　地方債の現在高の見込みに関する調書

・令和6年度の過疎対策事業債のソフト事業分の充当事業一覧
・地域おこし協力隊推進事業一覧

・質問
・なし

11時03分　休憩
11時12分　再開
日程第3　議事2　「予算・事業の見える化」について

・本町は、かねてから「広報べつかい」に「今年のしごと」の特集を設けて、実施計画に係
る単年度分の事業の内容とその財源の見える化に努めてきた。
　しかしながら、町民が本町で安心して暮らし続けるためには、財源の見通しも含めたよ
り一層の見える化の努力が必要であると認識している。
　このため、昨年12月の令和5年第4回定例会で基金条例が設置され、加えて、本年
1月の第１回臨時会において20億円の積み替えの議決をいただきました「子ども・子育
て応援基金」は、町が将来にわたる一定の財源を確保することで、別海町で安心して
子育てをしていただきたいという願いを込めて造成したもの。
　令和6年度に本基金を充当する事業は、来年度から新たに実施する「学校給食費
無償化事業」、また、これまで特定防衛施設周辺整備調整交付金を基金造成して
運用しており、このほど18歳まで対象年齢を拡充し本応援基金での運用に変更した
いとする「子ども医療費助成事業」など、全部で9事業。
　事業費合計で2億1,800万円強、基金充当額合計は1億8,840万円となっている。
　　これら9つの事業に関しては、本基金を活用し、総合計画の終了年度となる令和
10年度まで充当可能見込であるとするもの。
　なお、総合計画の実施計画は、3か年度のローリングで見直しを行い、これら充当事
業にとどまらない他の子育て支援策も含め、すべての事業について、財源も一定程度
見通して計画しているものですが、現在の財政状況を勘案すると、中期的な財源の見
える化は、現時点では、本基金の充当事業に留めざるを得ないと考えている。
　今後も、当初予算資料の後段に、本基金を活用する充当事業の一覧を掲載するの
で、審議、審査の参考としていただくとともに、日頃の活動を通じて町民への「見える化」
について御協力をお願いしたい。

浦山

・他会計繰出状況
・使途予定事業
・基金繰入状況
・令和6年度一般会計予算状況（当初予算）
・令和6年度事業費調（当初予算）

議長 西原

議長 西原

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過

議長 西原

議長 西原
副町長

議長 西原
財政課長 角川

1　令和6年度当初予算概要

3　令和6年度予算資料
・令和6年度各会計予算総括表（当初予算）

議長 西原
議員 一同

総合政策課長

議長 西原

松本



令和6年第1回全員協議会　要点記録
　最後に、明日の予算発表時の「見える化」について御説明する。
　これまで予算発表は、議員の皆様に御説明した後に、報道関係者を対象に行って
おりましたが、明日の予算発表ではスライドを活用して発表し、その様子をSNSを通じ
て、町民にも説明をすることで、報道の誌面だけでは伝えきれない政策の見える化を図
りたいと考えている。
　現在、総合計画の見直しにおける団体ヒアリングなどを通じて、町の事業、予算が見
えないとの厳しいご意見をいただいている。
　この町で、安心して住み続け、働き続けていただけるよう、議会の見える化の施策に
並行して、町当局においても、「子育て支援策」に限らず、すべての世代へすべての政
策の見える化について、努力を重ねていく。
・質問
・なし

日程第4　議事3　「町立別海病院経営強化プラン」について
資料により内容説明
・公立病院の経営については、地域住民への安定的な医療提供を行うため、不採算
部門を抱えながら運営を行っている。
　この状況に鑑み、国では、これまでに平成19年に公立病院改革ガイドライン、平成2
7年に新公立病院改革ガイドラインを示し、公立病院に対し、公立病院改革プラン、
新公立病院改革プランの策定を求めてきた。
　これらのプランの策定に当たっての視点は、経営の効率化、経営形態の見直し、再編
ネットワーク化であり、各病院においては、これらを盛り込んだプランに沿った運営を行っ
ている。
　しかしながら、医師の働き方改革や新型コロナウイルス感染症の流行など、経営に影
響を及ぼす新たな要因が生じており、時代の変化に合わせた運営を行っていかなけれ
ば、安定的な病院経営は困難な状況となっている。
　このため、国では、令和4年3月に、持続可能な地域医療体制を確保するための公
立病院経営強化ガイドラインを策定し、公立病院に対し、令和5年度末までに、公立
病院経営強化プランの策定を求めていることから、町立別海病院においても、特定非
営利法活動法人病院経営支援機構への策定業務を委託した上、本年度中の策定
に向け作業を進めてきた。
・質問

議長 ・この経営プランについては、よく理解できるとこであるが、病院の医師の確保はどうなって
いるのか。

副町長 ・確保については、診療科を問わず、非常に厳しい状況にある。
　町長、私も含め、関係機関等を回る、あるいは、病院の事務方等において、連携機
関と常に連絡をとるというような体制をとっている。
　具体的に令和6年3月末をもって退職される医師の後任というのは、4月からすぐに補
充されるという状況には現在のところない。
　当然、出張医等の対応により、充足をさせていくということになるが、詳細については申
し上げられませんが、先日も町長が北海道との協議において、具体的な人選も含めた
中で、協議を行っており、そういう中で、直ちにということにはならないが、令和7年度当
初等を一つの目途にしながら、今、内科医の調整等を続けているので、今後において
も、その点については、通常の出張医で繋いでいく業務スタイルと並行しながら、積極
的に医師の確保に向けて、取り組んでまいりたいと考えている。
・他に質問あるか。
・なし

議員 一同

松原12番

議長 西原
病院事務課長 木

議長 西原

浦山

議長 西原

西原

議長 西原 11:38　閉会
議員 一同

議長


